
00

る
方
①
平
成
30
年
４
月
に
高
校・高

専
に
在
学
ま
た
は
入
学
予
定
②
市

内
在
住
③
学
力
優
良
、品
行
方
正

で
成
業
の
見
込
み
が
あ
る（
学
力
は

全
教
科
を
平
均
し
て
５
段
階
評
価

で
３
以
上
）④
経
済
的
な
理
由
で
修

学
が
困
難（
収
入
の
目
安
と
し
て
４

人
世
帯
で
約
５
５
０
万
円
以
下
）⑤

他
か
ら
奨
学
資
金
の
支
給
や
貸
付

を
受
け
て
い
な
い
⑥
在
学
の
学
校
長

の
推
薦
が
あ
る

支
給
金
額 

国
公
立
＝
月
額 

９
，

０
０
０
円
、私
立
＝
月
額
１
５
，

０
０
０
円

支
給
期
間 

１
年
間（
４
月
～
平
成
31

年
３
月
）

支
給
人
数 

１
３
５
人
程
度（
予
算
の

範
囲
を
超
え
た
場
合
、応
募
資
格
を

満
た
し
て
い
て
も
支
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
３
月

30
日（
金
）ま
で
に
就
学
支
援
課（
南

八
幡
仮
設
庁
舎
）へ
持
参
。郵
送
不

可
。申
請
書
類
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

☎
７
０
４・０
２
５
６
同
課

健
康
・
福
祉

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

在
宅
医
療
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
身
近
な
医
療
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
」

３
月
22
日（
木
）午
後
１
時
15
分

（
開
場
は
15
分
前
）～
３
時

行
徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

講「
在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
」平

川
誠
氏（
ひ
ら
か
わ
ク
リ
ニッ
ク
院
長
）、

「
お
口
の
ケ
ア
」山
田
美
香
氏（
か
た
り

な
歯
科
院
長
）

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
、申

込
順
80
人

☎
７
１
２・８
５
２
１
地
域
支
え
あ

い
課♦♦

♦

視
覚
障
害
者
点
字
講
習
会

３
月
８
日・22
日
、い
ず
れ
も
木
曜

日
午
前
10
時
～
正
午

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン

タ
ー中

途
失
明
者
対
象（
新
会
員
募

集
中
）

☎
３
７
３・４
８
０
４
市
川
市
視
覚

障
害
者
福
祉
会（
久
保
）

（
障
害
者
支
援
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測
、育
児
や
離
乳
食
の
話
、個
別

相
談
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
。

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
で
き
な
か
っ
た
場
合
５
カ
月
の

乳
児
も
可
。※
予
約
不
要
。市
川
公

民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
来
館
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

　

表
組

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
二
俣

親
子
で
楽
し
く
遊
び
、子
育
て
の
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。時
間
内
出

入
り
自
由
、正
午
〜
午
後
１
時
は
、

持
参
し
た
昼
食
を
会
場
内
で
食
べ
ら

れ
ま
す
。

３
月
12
日（
月
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分
。午
前
11
時
10
分

か
ら
ミ
ニ
講
座「
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム

を
作
ろ
う
」

東
京
経
営
短
期
大
学（
二
俣

６
２
５
の
１
）

０
～
３
歳
ま
で
の
親
子
、申
込
順

20
組
程
度

３
月
９
日（
金
）ま
で
に
☎
７
１
１・ 

１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援
隊

 

募
集

♦
♦
♦

市
奨
学
生
を
募
集

学
力
が
優
良
で
あ
り
な
が
ら
、経
済

的
な
理
由
で
高
等
学
校
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
へ
の
修
学
が
困
難
な
方

へ
奨
学
資
金
を
支
給
し
ま
す
。本
奨

学
資
金
は
大
畑
忞つ

と
む

教
育
基
金
と
市

費
を
財
源
と
し
て
お
り
、返
済
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
資
格 

次
の
全
て
に
あ
て
は
ま

タ
ー
、４
月
９
日（
月
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

未
接
種
の
方
は
早
目
に
接
種
を
し

て
く
だ
さ
い
。２
期
対
象
の
方
が
無

料
で
接
種
で
き
る
の
は
、３
月
31
日

ま
で
で
す
。４
月
１
日
か
ら
は
有
料

に
な
り
ま
す
。

１
期
＝
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の

方
、２
期
＝
平
成
23
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、小
学

校
就
学
前
の
１
年
間（
幼
稚
園・保
育

園
の
年
長
時
）

指
定
医
療
機
関

母
子
健
康
手
帳
、予
防
接
種
予

診
票
、健
康
保
険
証
、子
ど
も
医
療

費
助
成
受
給
券　

☎
３
７
７・４
５
１
２
保
健
セ
ン
タ
ー

（
疾
病
予
防
課
）

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
４
月
10
日（
火
）②
４
月
16
日

（
月
）４～

６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

①
４
月
11
日（
水
）②
４
月
17
日

（
火
）７・８

カ
月
児
の
保
護
者

①
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
35
人

②
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各

24
人

時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

発
達
相
談 

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
。

４
月
13
日（
金
）／
保
健
セ
ン

♦
♦
♦

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

（
火
）・
24
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時

～
２
時

平
成
28
年
９
月
生
ま
れ
の
子
に
３

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

※
内
科
健
診
は
、医
療
機
関
で
個

別
に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生
日

以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
４
月
４
日（
水
）・
18
日（
水
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
４
月
11
日

（
水
）・
25
日（
水
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時

～
２
時

平
成
26
年
10
月
生
ま
れ
の
子
に
３

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

※
４
歳
の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
４
月
３
日（
火
）・
17
日（
火
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
４
月
10
日
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い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
11
施
設
で
、60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
講
し
ま
す
。ダ
ン
ス
や
楽
器
演

奏
な
ど
の
多
彩
な
講
座
か
ら
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
び
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
（
地
域
支
え
あ
い
課
）

「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」で
い
き
が
い
づ
く
り

対
象
者
は

60
歳
以
上

５月～平成31年３月、各講座10回から18回程度
市内在住の60歳以上（昭和33年４月１日以前生まれ）でその講座内容を未経

験の方、抽選で各定員。介護を要する場合は、介護者の同伴が必要。
講座により材料費などの実費負担あり
往復はがき（１講座につき１枚）に申し込み事項（左記参照）、希望講座名、性別、

生年月日を書き、３月22日（木）必着で各施設。抽選結果は４月11日（水）から順次郵
送。講座の申し込みは、１人につき２講座まで。応募者が10人に満たない場合は、
講座を実施しないことがあります

☎各施設（月曜日・祝日休館。月曜日が祝日の場合、翌日も休館）

講座名 施設名 日時 回数 定員
笑顔ふえるストレッチ
気功呼吸法

いきいきセンター大洲
☎３７０-３５６２ 〒272-0032 大洲４-１８-３

第1・3金曜日
午後 18 25

絵図と古写真で探る
市川のむ・か・し いきいきセンター市川

☎３２２-２２７７ 〒272-0034 市川２-３３-６

第3・5火曜日
午前 10 24

おとなの
そろばん寺小屋

第3水曜日
午後 10 16

水墨画
いきいきセンター宮久保
☎３７２-５７５５ 〒272-0822 宮久保４-２-４
白幡神社境内

第1・3土曜日
午前 10 10

簡単マジック

いきいきセンター鬼越
☎３３５-５７７９ 〒272-0022 鬼越１-２５-３

第4水曜日
午前 10 10

よさこいダンス 第2木曜日
午後 10 20

俳句 第4木曜日
午後 10 15

愛唱歌 いきいきセンター田尻
☎３７９-８６３１ 〒272-0014 田尻４-１３-３

第2・4火曜日
午後 18 20

マジック いきいきセンター日之出
☎３９７-８２２１ 〒272-0135 日之出８-１８

第2・4水曜日
午前 18 10

社交ダンス いきいきセンター福栄
☎３９５-６９０６ 〒272-0137 福栄４-３２-２
江戸川第二終末処理場内

第2・4土曜日
午後 18 20

アートステンシル 第2・4水曜日
午前 18 10

練功十八法 いきいきセンター塩浜
☎３９５-２５８６ 〒272-0127 塩浜4-3
ハイタウン塩浜1-101

第2・4火曜日
午後 18 10

フラダンス 第1・3水曜日
午前 18 10

社交ダンス いきいきセンター本館
（勤労福祉センター本館内）
☎３７０-５２５０ 〒272-0023 南八幡２-２０-１

第1・3金曜日
午前 18 20

ハーモニカ 第2・4金曜日
午後 18 20

叙情歌を歌おう
いきいきセンター分館

（勤労福祉センター分館内）
☎３７７-７０１１ 〒272-0023 南八幡５-２０-３

第2・4木曜日
午後 15 25

健康吹き矢 いきいきセンター南行徳
☎３５７-１１０４ 〒272-0141 香取１-１７-１8

第1・3金曜日
午後 18 20

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返

信
用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
熱
を
加
え
る
と
消
え
る
筆

記
用
具
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。 ①

行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

4月4日（水）
午前10時

4月11日（水）
午前10時

4月18日（水）
午前10時

4月25日（水）
午前10時

２歳児（２歳６カ月〜３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

4月26日（木）
午前10時・11時

4月20日（金）
午前10時・11時

３～４歳児
歯みがきチェック

4月26日（木）
午後３時

4月20日（金）
午後３時

会 場 日 程 受付時間
南行徳保健センター 4月  6日（金）９:30～

１0:00保健センター 4月27日（金）
大野公民館 4月12日（木）

9:4５～
１0:00

妙典子育て
支援センター 4月13日（金）

信篤公民館 4月19日（木）
市川公民館 4月26日（木）
行徳公民館 4月27日（金）



 

求
人

♦
♦
♦

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
支
援
員

勤
務
内
容 

保
護
者
に
代
わ
る
児
童

の
生
活
支
援
等

勤
務
場
所 

市
内
保
育
ク
ラ
ブ（
46
施

設
１
１
２
教
室
、自
動
車
通
勤
不
可
）

資
格
・
人
数 

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
60
歳
未
満
の
方
、20
人

①
保
育
士
、教
員
免
許（
幼・小・中・

高
）、社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方
、②
高
卒
等
で
あ
っ

て
、児
童
福
祉
事
業
ま
た
は
２
年
以

上
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

類
似
す
る
事
業
に
従
事
し
た
方（
時

間
数
及
び
職
種
等
の
規
定
あ
り
）、

③
大
学
に
お
い
て
次
の
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
方（
社
会
福
祉
学
科
、

心
理
学
科
、教
育
学
科
、社
会
学

科
、芸
術
学
科
、体
育
学
科
）

雇
用
期
間 

４
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日（
更
新
あ
り
、試
用
期
間
３

カ
月
）

給
与
等 

月
額
２
０
０
，０
０
０
円（
６

時
間
勤
務
）、更
新
時
昇
給
あ
り
、交

通
費
あ
り（
規
定
に
よ
る
）、賞
与
な
し

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
に
電
話
予
約
後
、社
会
福
祉
協
議

会
所
定
の
履
歴
書
に
て
受
け
付
け

（
郵
送
不
可
）

受
付
期
間 

３
月
５
日（
月
）～
随
時

証
明
写
真
１
枚（
縦
４
×
横
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）、同
協
議
会
所
定
の
履

歴
書
に
内
容
が
記
入
で
き
る
準
備

選
考
試
験 

筆
記
・
面
接（
試
験
日
要

相
談
）

☎
３
２
０・３
１
２
４
同
協
議
会
保

育
ク
ラ
ブ
担
当
室（

青
少
年
育
成
課
）

ホ
ー
ム
市
川
ヒ
ル
ズ

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

表
組

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
千
葉

市
稲
毛
区
天
台
町
３
２
３
）、他

４
月
１
日
現
在
で
13
歳
以
上
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方

障
害
者
支
援
課（
仮
本
庁
舎
）に

あ
る
申
込
書（
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
３
月
12
日（
月
）

必
着
で
同
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１（
住

所
不
要
））

☎
７
１
２・８
５
１
７
同
課

♦
♦
♦

国
福
大
市
川
病
院 

け
ん
こ
う
教
室

３
月
17
日（
土
）午
後
２
時（
受
付

は
１
時
間
前
）～
３
時

国
際
医
療
福
祉
大
学
市
川
病
院

（
国
府
台
６
の
１
の
14
）

申
込
順
１
５
０
人

講
演「
健
康
診
断
で『
呼
吸
器
に

異
常
あ
り
』と
言
わ
れ
た
ら
」他
リ
ハ

ビ
リ
体
操
、血
圧
測
定

講
山
口
学
氏（
同
病
院
呼
吸
器
外
科

医
長
）

☎
３
７
５・１
１
１
１
同
病
院
総

務
人
事
課「
け
ん
こ
う
教
室
担
当
」

（
保
健
医
療
課
）

楽
部 

統
括
施
設
長
）　

申
込
順
20
人

☎
３
２
７・３
３
６
６
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
分

３
月
15
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

西
部
公
民
館

介
護
者
家
族
の
交
流
会

☎
３
１
８・５
５
６
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川
第
二

３
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
教
室
～
明
日
の
困
っ

た
を
予
防
し
よ
う
～

講
林
良
子
氏（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
清
山
荘
）、加
藤
弥
生
氏（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
慈
祐
苑
）

申
込
順
30
人

☎
３
２
０・３
１
０
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
行
徳

３
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

行
徳
総
合
病
院（
本
行
徳
５
５ 

２
５
の
２
） 

講
堂

家
族
介
護
教
室
～
古
今
亭
菊
之

丞 

落
語
会
～

申
込
順
１
０
０
人

☎
３
１
２・６
０
７
０
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川
第
一

３
月
27
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

ア
イ・リ
ン
ク
ホ
ー
ル

介
護
者
相
互
の
交
流
会

申
込
順
15
人

☎
７
０
０・５
１
３
９
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

３
月
20
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
き
が
い
と
助
け
あ

い
Ｓ
Ｓ
Ｕ
市
川（
塩
焼
２
の
11
の
14
）

認
知
症
の
方
・
家
族
、関
心
の
あ

る
方２

０
０
円

☎
３
５
９・９
８
８
８
同
法
人

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

市
民
の
た
め
の
介
護
知
識
向
上
教
室

～
老
い
へ
の
備
え
、向
き
合
い
方
～

超
高
齢
社
会
で
よ
り
良
く
生
き
て
い

く
た
め
の
知
識
と
方
策
に
つ
い
て
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
ま
す
。

３
月
17
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

柏
井
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
方
、申
込
順
30
人

☎
３
３
７
・９
８
８
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
９・３
７
７
７
特
別
養
護
老
人

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
信
篤
・二
俣

３
月
12
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

信
篤
公
民
館

家
族
介
護
教
室
～
福
祉
用
具
の

正
し
い
選
び
方・使
い
方
～

申
込
順
30
人

☎
３
２
７・３
３
６
６
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
南
行

徳
第
一

３
月
12
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
南
行
徳

「
転
倒
予
防
と
頭
の
体
操
」と「
介

護
者
交
流
会
」

申
込
順
15
人

☎
３
５
９・６
６
６
０
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
信
篤
・二
俣

３
月
14
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

信
篤
公
民
館

介
護
者
相
互
の
交
流
会

講
北
島
学
氏（
株
式
会
社
舞
浜
倶

♦
♦
♦

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

５
月
13
日
～
６
月
10
日
の
毎
週

日
曜
日

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
北
市
川
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
、福
栄
ス
ポ
ー
ツ
広
場

市
内
在
住・在
勤
ま
た
は
市
内
ク

ラ
ブ・ス
ク
ー
ル
在
籍
者

２
，０
０
０
円　

部
門 

男
子・女
子
、各
Ａ・Ｂ
ク
ラ
ス
、

年
齢
別
ク
ラ
ス
男
子（
45
・
55
・
65

歳
）、女
子（
45
・
55
歳
）。詳
し
く
は
市

川
市
テ
ニ
ス
協
会
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

郵
便
振
り
込
み
用
紙
に
申
し
込

み
事
項（
６
面
上
段
参
照
）、種
目
、

年
齢
別
ク
ラ
ス
の
方
は
生
年
月
日
を

書
き
、３
月
24
日（
土
）ま
で
に
参
加

費
を
市
川
市
テ
ニ
ス
協
会（
口
座
番

号
０
０
１
５
０・５・５
３
７
５
２
６
）へ

振
り
込
み

☎
３
７
１・２
４
５
８
同
協
会（
飯
塚
）

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

開
催
日

種
目

５
月
19
日（
土
）
卓
球

５
月
20
日（
日
）
水
泳

５
月
27
日（
日
）
陸
上

６
月
９
日（
土
）
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

ニ
ス・ア
ー
チ
ェ
リ
ー

６
月
10
日（
日
）
ボ
ー
リ
ン
グ

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内
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治
27
年（
１
８
９
４
）７
月

20
日
、総
武
鉄
道（
現
在

の
Ｊ
Ｒ
総
武
線
）、市
川・佐
倉
間

が
千
葉
県
初
の
鉄
道
と
し
て
開

業
し
ま
し
た
。鉄
道
の
建
設
は
、

資
材
を
江
戸
川
の
舟
運
で
陸
揚

げ
し
た
こ
と
か
ら
、市
川
を
起
点

に
工
事
が
始
ま
り
、同
年
12
月
９

日
に
は
江
戸
川
橋
梁
も
完
成
し
、

本
所（
現
在
の
錦
糸
町
）・市
川
間

が
開
通
。下
総4

の
国
と
武4

蔵
の
国

と
が
鉄
道
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
総
武
鉄
道
の
開
業
時
に
は
、本

所
と
市
川
間
に
中
間
駅
が
な
く
、

所
要
時
間
は
、本
所・市
川
間
が

17
分
、本
所・佐
倉
間
は
1
時
間

40
分
で
し
た
。ち
な
み
に
、現
在
の

錦
糸
町・市
川
間
は
快
速
で
10
分

で
す
。当
時
の
市
川
駅
の
年
間
乗

降
客
数
は
約
14
万
人
、一
日
約

３
８
０
人
で
、一日
あ
た
り
12
万
人

の
現
在
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
が
、列
車
が
日
に
６
往
復
で
あっ

た
こ
と
、客
車
の
両
数
も
少
な

かっ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、列
車
が

到
着
す
る
ご
と
に
賑
わ
い
が
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。た
だ
、鉄
道

が
開
業
し
た
も
の
の
、人
や
車
が

渡
る
市
川
橋（
旧
橋
）が
竣
工
す

る
の
は
明
治
38
年
１
月
で
す
の

で
、ま
だ
、蒸
気
船
の
渡
し
船
が
全

盛
の
時
代
で
し
た
。

　

俳
人
で
あ
り
歌
人
の
正
岡
子

規
は
、明
治
27
年
12
月
に
開
業
し

た
ば
か
り
の
総
武
鉄
道
で
佐
倉
ま

で
旅
を
し
て
い
ま
す
。子
規
は
、こ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
和
歌・俳
諧

の
世
界
に
客
観
的
写
実
主
義
の

新
し
い
波
を
起
こ
し
た
こ
と
で
後

世
に
名
を
残
し
て
お
り
、途
中
、市

川
付
近
の
情
景
を
俳
句
に
詠
ん
で

い
ま
す
。

　
子
規
は
、新
聞「
日
本
」に
載
せ

た
紀
行
文「
総
武
鉄
道
」に
、「
家

次
第
に
ま
ば
ら
に
野
開
き
木
立
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
枯
れ
た
り
。朝
晴

の
景
色
心
地
よ
く
鴻
の
臺
を
左

に
眺
め
て
車
は
轉
じ
江
戸
川
の
鐵

橋
を
渡
り
て
市
川
に
着
き
ぬ
。

“
村
も
な
し
只
冬
木
立
ま
ば
ら
な

り
”“
兵
営
や
霜
に
あ
れ
た
る
國
府

の
臺
”“
冬
枯
や
は
る
か
に
見
ゆ
る

真
間
の
寺
”」の
句
を
詠
み
ま
し

た
。本
所
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
き

た
子
規
に
は
、最
初
の
停
車
駅
で

あ
る
市
川
が
寒
村
で
あ
っ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
た
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、酒
と
旅
と
自
然

を
愛
し
た
歌
人
、若
山
牧
水
も
明

治
44
年
の
作
と
し
て
、「
下
総
市

川
に
て“
藪
雀
群
が
る
ゝ
田
な
か

の
停
車
場
に
け
ふ
も
出
て
汽
車

を
見
送
る
”」と
い
う
歌
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
本
所
駅
が
開
業
し
た
と
き
、駅

前
に
は
子
規
の
後
継
者
で
あ
っ
た

伊
藤
左
千
夫
が
経
営
し
て
い
た

牧
場
が
あ
り
ま
し
た
。左
千
夫
の

自
伝
的
小
説
と
い
わ
れ
る『
野
菊

の
墓
』の
な
か
に
も
、主
人
公
の
政

夫
が
市
川
か
ら
汽
車
に
乗
っ
た
こ

と
が
出
て
き
ま
す
。

　
鉄
道
と
と
も
に
発
展
し
た
市

川
。遠
い
昔
の
情
景
を
思
い
起
こ

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
広
聴
課
）

市
川
駅
が
開
業
し
た
こ
ろ

▲市川駅駅舎と北口ロータリー
　（昭和20〜27年）歴史博物館所蔵

声
の
広
報・点
字
広
報
を

発
行
し
て
い
ま
す

声の広報を聴くために

「視覚障害者用ポータブルレ
コーダー」を給付する制度（給
付額に限度有）があります。

視覚障害１・２級を持つ小学
生以上の方

☎712-8513障害者支援課

　広報いちかわを抜粋して音
訳したCDや点字にしたものを
発行しています。視覚障害があ
り障害者手帳１・２級を持つ希
望者には郵送しますので連絡
してください（いずれも中央図
書館や行徳図書館でも視聴・
閲覧ができます）。

☎７１２-８６３２広報広聴課

明

子育て応援 チーパス事業とは
「チーパスの店」（協賛店）でこのカー
ドを提示すると、割引や託児などい
ろいろな子育て応援サービスを受け
ることができます。利用できる店舗
や配布窓口など、詳しくはチーパス
ねっと（下記二次元コード参照）をご
確認ください。

　県内の小・中学校、幼稚園、保育所に児童・生徒・園児がい
る家庭には各施設を通して、3月末までに新しい「チーパス」を配
布します。また、転入時・母子手帳交付時に配布する他、下記
窓口でお渡しします。
配布窓口 子育て支援課（アクス本八幡）、こども福祉課(仮本庁
舎)、 子育てナビ行徳、大柏出張所、こども館(市内14カ所)、地域
子育て支援センター（市内１１カ所）、親子つどいの広場（市内３カ所）

中学校修了までの子どもまたは妊娠中の方がいる家庭、１家
庭につき１枚

☎７１１-０６７７子育て支援課

４月１日（日）からご利用いただけます。

利用方法に
変更は
ありません。

今後
利用できません。

現在配布している「チーパス」が３月末で有効期限を迎えるため、新しい「チーパス」を配布しています。

４月から「チーパス」が変わりますチーパスチーパス

新しいチーパス
現行のチーパス

有効期限：平成30年３月31日（土）まで


